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清水 友紀 議員 

 

「農を⽀え 福祉と⼦ども つなぐために」 
〜駅前・防犯・⾼齢者・環境・⽂化の数字も追及、最多質問で正した〜 

 

法人税減収による緊縮姿勢が見える決算書から事業成果と費用対効果を厳しくチェ

ック。 

１ 福祉・子ども・教育の連携： 隠れた貧困や孤立を防ぐため、３つの課の連携

による実質的な成果を追及。町長・教育長ともにいまだ課題ありとの答弁。 

２ 寄り添う農政： 文命用水工事の総括のほか、農地保全の不用額４割を指摘。

自主的な申請を待つだけでなく、高齢化を考慮し、積極的な予算執行を求めた。 

３ 環境（新リサイクル）： 民間協定による新事業の意義は認めつつ、費用対効果

の疑問を数字（処分量と売却量の比、業務委託金の差）で質した。 

４ 文化振興： 予算執行率７割に満たない生涯学習の状況を精査。今後は老若男

女が参加できる文化面も更に盛り上げていくとの教育長答弁。 

５ 駅前通り線： 昨年に続き進捗や委託内容を精査。事業費総額４７億は、物価

高騰等で常に変動してくとの答弁。 

ほか、犯罪件数増の事実と照らした防犯対策費や、被保険者 2800 名と増加し多

死社会の背景も見える後期高齢者医療保険の数字を精査した。 

今後も予算がより良い町づくりに生かされ、高齢や子育て・経済的問題から町民

の孤立を生まないよう果敢に提言を続ける。 

 


